
－ 1－

平成２６年度
（2014年度）

博物館教育普及活動

沖縄県立博物館・美術館

平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
年
度
）     

博
物
館
教
育
普
及
活
動								










　
　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館



－ 1－

 

 

 

 

 

 

 

27 3  
 

 



－ 2－

はじめに

Ⅰ  博物館活動について…………１

  １  はじめに

  ２  博物館活動（四つの車輪）

      調査活動   展示活動   教育普及活動

　　  保存管理

  ３  博物館の機能

  ４  博物館の施設

  ５  博物館教育普及活動の概要

Ⅱ  学校連携………………………７

      学校団体受入要項

　　　先生方へのお願いと確認

      博物館を利用した学習（例）・プログラム例

　　　県内学校団体受入一覧

      博物館「出前授業等」実施要項

　　　「出前授業」実施校

Ⅲ  体験学習教室…………………27

  １  博物館体験学習実施要項

      体験学習教室  活動状況・資料

Ⅳ  博物館文化講座………………42

  １  博物館文化講座実施要項

  ２  文化講座の実施状況

Ⅴ  博物館学芸員講座……………52

  １  博物館学芸員講座実施要項

  ２  学芸員講座の実施状況

Ⅵ  展示解説会……………………62

  １  博物館展示解説会実施要項

  ２  実施状況

博物館教育普及活動

目  次

Ⅶ  バックヤードツアー…………64

  １  バックヤードツアー実施要項

Ⅷ  夏休み！博物館学芸員教室…65

　１  夏休み！学芸員教室実施要項

  ２  実施状況

Ⅸ  ふれあい体験室………………71

  １  ふれあい体験室の概要

  ２  体験キットの種類

  ３  スタッフの配置状況

  ４  利用者状況

  ５  ふれあい体験室の取組み

Ⅹ  ボランティア養成事業………76

  １  沖縄県立博物館・美術館

　　　　　　博物館ボランティア活動実施要項

        博物館ボランティア各種講座関連資料

        博物館ボランティア登録申請書

        ボランティア登録証交付式関連資料

        博物館ボランティアのてびき

　　　　ボランティア通信

Ⅺ  その他………………………119

    １  移動展

    ２  沖縄県立博物館・美術館のフリーパス

    ３  職場体験

    ４  けんぱくキット貸出

    ５  ボランティアによる展示ガイド

    ６  特別展・企画展付帯事業

    ７  常設展に関する取り組み

    ８  共催事業

    ９  新聞・雑誌等掲載一覧

    10  印刷物一覧



－ 1－



－ 2－



－ 3－



－ 4－



－ 5－



－ 6－



－ 7－



－ 8－



－ 9－



－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －



－ 13 －



－ 14 －



－ 15 －

博物館を利用した学習（例）
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プログラム例

■１クラスの組み合わせ例

■２クラスの組み合わせ例
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■３クラスの組み合わせ例

■４クラスの組み合わせ例
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平成 26 年度　県内学校団体受入一覧

 〔学習プログラム対応校〕

 〔解説補助対応校等〕
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講演を行う宮城氏 講演を行う平田氏 トークセッションの様子

会場いっぱいの参観者 データを解説する講師 質疑応答の様子
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資料をもとに解説する講師 丁寧に解説する講師 多くの参観者

闘牛の歴史を解説する講師 ウシオーラセーの様子 闘牛の魅力を紹介
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解説に聞き入る参観者 講演をする長谷氏 資料を解説をする講師

久米村の解説をする田名氏 講演会場いっぱいの参観者 各氏の出自について解説
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貴重な資料を展示しての解説 書の実演を行いながらの解説

講演会場の様子 海底の様子について解説するランディー氏
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田沢湖での伝説 熱心に聞き入る参観者 解説をする中坊氏

講演する野上氏 講演する林原氏 講演する藤島氏 講演する吉崎氏
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講演する菅原氏 形態的な比較を解説 会場の参観者

安斎氏の基調講演 山崎学芸員による報告 横尾氏による報告 討論の様子
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多くの参観者 藤田学芸員の解説に興味津々の参観者

最古の三線について解説する園原学芸員 関連催事を振り返る 三線展解説の様子



－ 54 －

会場いっぱいの参観者 下賜品について解説する與那嶺学芸員 質疑応答の様子

特別展について説明 海底遺跡についての解説に聞き入る参観者
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講座室いっぱいの参観者 古我地原遺跡についての解説 解説に聞き入る参観者

熱心にメモをとる様子 これは何？興味を引く自然史実験室 アイディアを凝らし各自で報告書作成



－ 56 －

博物館概要の説明 自然史展示室について解説する山﨑学芸員 バックヤード解説の様子

会場いっぱいの参観者 解説する崎原学芸員 久米村企画展で見所を解説
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水中文化遺産について解説する宮城氏 沖縄の水中文化遺産について解説 古文書について解説する渡辺氏

石灰岩の解説を行う仲里学芸員 登頂の様子 嘉津宇岳頂上
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会場いっぱいの参観者 丁寧に解説する石垣学芸員 解説に集中する参観者

会場の様子 沖縄の葬法について解説する大湾学芸員



－ 59 －



－ 60 －



－ 61 －



－ 62 －



－ 63 －



－ 64 －



－ 65 －



－ 66 －

☆動物の歯と食べ物を研究せよ
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（渡部貴子）
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☆第２回 　博物館　総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座の様子

実習①　先輩ボランティに学ぶ

　実習②～⑤　受講生同士によるガイド演習（グループでの寸評）

　　実習②～⑤　受講生同士によるガイド演習（グループでの寸評）
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展示作業風景 開会式テープカット

学芸員による解説 骨ぬり絵

紙芝居ちむどんどん 骨スーツ

ワークシートを解いている様子 講演会の様子
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５  ボランティアによる展示ガイド

　博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。これは、来館者サービスの向上の一環

として、博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」に絞り、ボランティアがわかりやすく簡

潔に解説することを目指している。

　まず、民俗部門展示室においては、民俗勉強会のボランティア有志メンバーが中心となり、沖縄県内

の離島をはじめとする小規模校（20 名以下）の子どもたちを対象に解説ガイドを実施している。来館

当日は、文化の杜スタッフが引率教員と担当ボランティアとを引き合わせるが、＜教員との打ち合わせ

～オリエンテーション～展示ガイド～まとめ＞までボランティアが先導して行っている。今年度は、５

月～ 12 月の間に合計 12 校 196 人を受け入れた。

　そして、総合展示部門解説ガイドは、昨年の１ヶ月間の試行期間を経て 4 月より本格的に開始した。

平成 26 年 2 月～平成 27 年 2 月までに 12 団体 908 人に向けてガイドを行った。それに加え、1 ヶ月に

対応する団体数が少ない状況からボランティアと協議し、週 2～ 3回午後に待機型のガイドも実施した。

7月～ 3月までに 2,020 人（1日平均 20 人）の来場者へ解説ガイドを行い、館内スタッフからも来場者

からも継続を希望する声もあり好評である。そして、今年度は規定の養成講座を修了した 25 人のボラ

ンティアに加え、13 人が新たに加わり次年度の活動も更なる発展が望まれる。

　広報については、県内外の旅行会社へ向けた説明会の他、ホームページ掲載を行っている。また、団

体受付窓口の情報センターから直接案内することもあり、年間を通じて実績を残すことが出来た。そし

て、少しずつではあるがリピーターによる依頼も増えている。

　今後の課題としては、様々なニーズの対応が増えていることを受け、来場者の対象に合わせた言葉の

選び方、発問の仕方に関する研究・実践があげられる。自立したボランティアを育成する上でモデルと

なるケースであることからも、今後も学芸員や教育普及スタッフのサポートが求められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大濵萌子）

(1) 民俗ガイド実施内容

①実施日：開館日の 9:00 ～ 16:00  ②所用時間：15 分～ 30 分

③対象：県内の離島をはじめとする 20 人以下の小学校・中学校・高等学校

④受付方法：

ａ「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAX で送信。

　 （FAX を送信しただけで、予約は完了ではありません）

ｂ  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。

　※見学をする 2週間前までの予約が必要です。（先着順）

　※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。

⑤参加費：無料

⑥内容：3種類のメニューから選んでください。

　Ａコース【15 分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」

　　エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ウミのワザ、

　　沖縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞

　Ｂコース【15 分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」

　　エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜アギのワザ、

　　くらしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食）

　　アギとは…ウミに対して、陸地を意味する方言、限られた土地を上手に利用して田畑をこしらえま

　　した。さまざまな仕事で使う道具にも人々の知恵と工夫をみることができます。

　Ｃコース【30 分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」

　　エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室（村落をとりま

　　く世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミのワザ→アギのワザ→くらしに生きる自然素

　　材→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→祭り→行事の現在→変わりゆく風景）

　※メニューを基準に、内容の組み換えは可能です。

　※現時点で、民俗分野以外の解説はできませんが、他の分野の展示物の見どころをお話しすることは

　可能です。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度です。ご了承ください）
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６  特別展・企画展関連事業

（1）久米崇聖会創立 100 周年記念「久米村（クニンダ）－琉球と中国の架け橋－」

　　教育普及では、展覧会関連催事として、文化講座２回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員講座

　１回（参照：Ⅴ 学芸員講座）、展示解説会 4回 (参照：Ⅵ 展示解説会 )を実施した。

　関連催事には、上記以外にも様々な催し物があり大盛況であった。しかし、大盛況であっただけに定

員を上回り、やむを得ず参加できなかった来場者をはじめとする多くの方が、当日の配布資料を求める

問合せがあった。更には、台風の影響により中止となった催事もあった。

　そこで、教育普及では展覧会関連催事の配布資料を 1冊にまとめた資料集を作成した。これは、関係

者へ配布すると同時に、来場者が気軽に閲覧できるよう、情報センターに設置した。

（2）「水中文化遺産 -海に沈んだ歴史のカケラ -」

　　関連催事として、文化講座 2回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員講座 2回（参照：Ⅴ 学芸員講

　座）、体験教室１回（参照：Ⅲ　体験学習教室）を実施した。

（3）「イノシシとブタと私たち」

　　関連催事として、文化講座１回（参照：博物館文化講座）、展示解説会２回（参照：Ⅵ 展示解説会） 

　を実施した。

（大濵萌子）　
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〈日本語版〉 〈英語版〉

　　　　（渡部貴子）
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９　新聞・雑誌等掲載一覧

　博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。
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10　印刷物一覧
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